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インターバンクの声 （2014 年 11 月 28 日） 
 

当然個人差はあると思うが、多くの為替ディーラーにとってロンドン市場か

ニューヨーク市場が休場になる日は、どこかいつもの緊張感からは多少解放

されている。ロンドン、ニューヨーク両市場が休場（確か年に２回ほどしか

ないが）の日は、さらに解放されると言うよりも、正直半ば休み気分だ。自

分世代のディーラーには叶わなかった夢だが、若い世代のディーラーのため

にも、いっそ東京市場も休場にしてしまう英断を期待したい。昨日はニュー

ヨーク市場が感謝祭のため、株式と債券市場は完全にお休み。為替市場はド

ルのデリバリーが出来ない休場扱いのはずだが、隣国カナダがともに休みと

ならず、ロンドン市場が残業してしまう態勢が出来てしまってからは、日本

時間の午前２時、３時頃までは結構動いてしまう事が多い。１１７円台半ば

で膠着と思われていた相場も、珍しくウィーンで開催されていた石油輸出国

機構（OPEC）の総会で減産が見送りになった影響からドルが上昇した。弱い

米経済指標の発表が続いた割にはしぶとくドルが売られずにいる印象だ。静

かめになることが多い１２月相場だが、本邦の総選挙や微妙な会合になりそ

うな米連邦公開市場委員会（FOMC）も予定されており、今年は波乱の１２月

相場かも知れない。 
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